










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＼年次＼ 就　　業　　時　　間 交替制　　休憩時間 休　　　日
大正6年 ・製糸・織物・編物業；14時聞
・その他産業　　　　；12時間
・製糸業；8時間（高知），10時
間（埼玉，滋賀），11時間（三
重，熊本，宮崎）
・織物業；8時問（岩季，青森，
秋田）9時聞（秋田）9時間
30分（鳥取）10時間（高知，
滋賀，福岡）1O時閻30分（鳥
取，島根），11時聞（青森）
．嚢離；’灘制が一
一般的。1　（1～3回に
・8時間3　分割して実交替領も
実施。
施）
・月2目制（工
目，15目）が
一般的
・休電日を休日
に充てる場合
もあり。
・月3回，4回
制がこれに次
　ぐ
・昼夜交替作業
では，就業時
の転換日（7
日毎）
大正7年 ・製糸業　　；14時聞
・その他産業；12時閥
・船鮪軍輸製造業，印刷製本
業；10蒔間
・織物，編物業；12時間
（芸護鰯鰐）
・12時閻
交替謁
・8時間
交替嶺
あり
3
も
・1時問制（午
前ヱ5分正午30
分，午後15分
の3回制がも
っとも一般
的）
・月2回制・就業時の転換
　目
大正8年 ・12時間制（総数の40％），10時
間制（29％），11時閻制（13％）
14時間制（10％）竈
・賃金算定基準就業時閻の短縮
傾向（機械・器臭工場，化学
工場では，8時間制を採用す
るものあり。）
・1時間制（3
　分割）が一般
　的。
■・就業時間10時
　間以内：30分
・就業時間10時
1．麗嚢蒔鰯
　聞超：ヱ時聞
　30分
・月2回（第1，■
　3叉は第2，
4日曜）が増
加　　　　1
・昼夜交替制下
月4回（約24
時聞）の休目
大正9年 ・10時問，12蒔間制が一般的。■
・染織工場；12時聞制自・機械・器具工場；10時間制　一
・化学・欽食品・雑工場；10時■
　間制
・1時間制
1・30分閥制
；・1時間30分制
上記に同じ
（交替制下で
の作業休止時
間は24時闇）
犬正10年・染織工場；12時問翻（10時聞
　制）■・機械・器具工場；10時間制
1　（u時間制）
・化学・飲食品・雑工場；10時
　間制（且2蒔間制）
上記に同じ
（3回分割割
がもっとも多一
い）
上記に同じ
大正11年 ・10時問割がもっとも普及し，次いで12蒔間割が採用されて
いる。
・都市部では，不況を背景に時
闇短縮頓向もみられる。
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1大正・・年 1鰯髄灘綴1藁1
1．嚢詮．鉄工業で、時間織
i・製糸・織物業で13時間制多し
＝・醸造工場は作業の性質上長時
1聞就業（14～15時問）
大正13年 ・製糸工場；13時間，織物業；
12時閥
・紡績業；実労10時間制
・10蒔閻制（実労9時間）普及，
9時間制（実労8時間）も少
なくない。
大正14年 ・製糸工場でも12時間30分，12
時間制漸増（京都，島根，秋
田，宮崎，山口），岩手では，
13時問制は消滅
・その他工場は，10時間制を基
本としている。
・機械製造業；8時間制多し。．
前記に同じ ・月2回制が一
般的。
・週休割実施工
場も散見。
上記に同じ
注（1） この表の作成は，つぎの文献に注らったものであ乱寵山京，労働と休養，籠山
京薯作集第八巻，ドメス出版，1985年。
2交替割が一般的だが，3交替制もみられる。休憩時問と休日については，同
5年の状況とあまり変わりがない。大正8年においては，12時間労働が40パー
セントとなっていて，いぜん最大のウエイトをもつが，11時間割が13パーセン
ト，10時問制も29パーセントになった。一方では，14時間制が10パーセントあ
る。大正9年には，10時闇制と12時間制が一般化するが，休憩時聞と休日につ
いては，あまり動きがないように思われる。
ところが， 大正10，11年頃から時閻短縮の傾向がいっそうあらわれる。機
械・器具・化学・欽食品などで10時間制が増え，大正13年には紡績業で10時間
制が増え，さらに9時間制すらみられるにいたる。ただ，製糸は13時問，織物
は12時間の段階である。大正14年になると，機械製造業には8時間制が多くみ
られる。以上のように，労働時間は短縮をみたカミ，休日のほうは左程増えず，
1月に2回の場合がいぜん多い。大正末期になって，なぜ日本の産業の労働時
聞の短縮がすすんだのか。一応「工場法」実施の効果，第1次大戦後の不況，
136
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労働組合運動のたかまりなど諸々の原因変数を考えることができるが，当間題
を解明するには，立入った分析が必要である。
5
　小論のこれまでの部分では，r明治・大正期の産業におげる労働蒔間制度」
として，比較的に資料の多い明治30年代前半と，大正5年以降の10年間を選ん
で，その諸様相を記述することがこころみられた。以下の部分においては，こ
れらの時期の労働時間制度について，いくつかの推論ないL仮説を引き出して
みたい。
　1．　まず，r職工事椿」等が描き出している労働時間は，いうまでもなく「工
場法」制定前のものであり，それに対して「工場監督年報」がとり上げている
のは同法実施後の諸様相であり，「工場法施行の概況」である。したがって，
前者を企業家，経営老の全くの盗意のもとでの労務管理時代，いわゆるr原生
的た労働関係」の段階というふうに特徴づげ，後考を労働保護法下の労務管理
の時代であると規定することは，一般的に，形式的に可能かもしれたい・だが・
少なくとも労働時間制度のうえからすると，そのような識別には問題があ飢
いうまでもなく，労働時間に関する「工場法」の規定は，12歳未満の労働者の
就業を禁止した第2条も，ユ5歳未満の者と女子労働考について1日12時間をこ
える労働を禁じた第3条も，またかれらの深夜就業を禁止した第4条も，いず
れも過渡的措置がみとめられていたからであって，施行当初にあっては，「工
場法」の労働時間規制の主旨の大部分は，ほとんど効力をもちえ放かった。と
はいうものの，同法が多くの留保，猶予の条件を付げながらも施行されたこと
のイソバクトは，それなりにあったと思われる。たとえぱ，細井和喜蔵のr女
工哀史」はこうのべている。「第一期は工場法発布以前であって，この頃は全
国の工場はほとんど，紡績十二時閻，織布十四時間であった。しかLて第二期
に当る工場法後から今日へかげては紡績十一時間織布十二時閻というのが最も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　137
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多数を占める」。
2．ただ，既述したように，すでに明治30年代前半において，労働時間制度，
労働時間の長さは産業ごとに差異があった。とりわげ，注目すべきは，これら
の面でのせんい産業と他の産業のあいだのギャップである。そして，苛酷な労
働時間制度が強いられていたのは，前老のほうであり，そのゆえに各方面の指
弾を受げて，r工場法」の制定をみたわけである。年少・女子労働に大々的に
依存して，「徹夜業」，長時間労働をおこなっていたのは，綿糸紡績，生糸，織
物のせんい産業であり，r工場法」のターゲットは労働時間に関しては，せん
い産業にあったことは自明である。
　だが，造船，車靹製造、機械製造，ガラス，セメソト，印刷などは雇用構造，
労働時間について，せんい産業とは大分事情がちがう。すでにふれたように，
これらの産業では男子労働者の比率がたかく，年少・女子労働者のウエイトは
かなりひくし㌔Lかも，労働時間もせんい産業の場合に比べて，かなり短し㌔
こうした傾向は，日本のみならず，イギリス等においても指摘できるようであ
る。だから，これらの産業にあっては労働時間制度に関するかぎり，r工場法」
のショヅクは皆無ではないにしても，軽徴たものであった。年少・女子労働者
保護の観点からする立法は，上記のごとき雇用穣造をもつ産業の労働時間には・
左程の作用はなかった。なお，マヅチは年少・女子労働者を多く雇った産業だ
った。げれども，これらの年少・女子労働者の大部分はバートタイマーであり，
その、煮で同法第3条は問題にならない。しかも，マヅチには徹夜業がほとんど
なかった。ただ，12歳未満の老の就業禁止（第2条）は，当産業には明治33年
において10歳未満の者が4パーセソト，14歳未満の者が15パーセントいたから1
少たからぬイソパクトをもったかもLれない。付言すると，組物，電球，マヅ
チ軸木，刷子，花莚，麦程真田も年少・女子労働に依存するところが大きかっ
たが，労働時間はせいぜい1日12時間であり，徹夜業もみられなかった。
　いずれにLても，労働時間制度は産業によって多少の相違があり，とりわけ
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せんい産業と他の産業とのギャッブが大きい点は注意しなげれぱならない。
　3．それにしても，「職工事構＝」等が記述するところをみると，すでに明治
30年代前半において多くの企業に労働時間制度があることがわかる。つまり，
始業時刻と終業時刻の設定，名冒労働時間の規定，休憩時間と休日に関する敢
り決め，残業割増金の規定，交替制の運用などであ私これらがどのようた経
緯で，いつ形成されたかは不明であるが，今旗紀当初にはすでに制度化がすす
んでいたことは興味深い。つまり，労働時間は企業家，経営著の全くの怒意，
専断のもとに必ずしもあったのではなくて，多くの場合，そのルールはr工場
規則」といったもののなかで公式にうたってあっねちなみに，愛知県のごと
く．r職工募集取締規則」（県令第75号）の制定があって，募集地所轄警察官署
にr労働蒔間」を届げなげればならないことにもなっていた。さらに，注目す
べきは，ごく限られたケースながらも，工場委員会の前身になるような従業員
組織ができるようになり，労働時間制度についても労働者の意見をまとめ，表
明する可能性ができたことである。内務省杜会局の調査によると，すでに明治
29年に，3つの事業所においてr労働委員会」の設置をみている。たとえぱ，
東京モスリソにはr工場協議会」が結成され，r賃銀及作業時閲に関する事項」
等についてr協議員ノ提案二依リ調査審議シ其ノ決議ヲエ場長二提出スルモノ
トス」とされていた。もちろん，かかるルールは「生繍職工事情」が伝えている
ように，r労働時間ヲ廷長セソトスルトキハ時計ノ針ヲ後戻リセシムコト屡々
之アリ」という例のように，企業家自身によってLぱしぱ破られたにしても。
　ただ，明治30年代前半においては，一方に綿糸紡績の犬企業などで組織だっ
た労働時間管理がおこたわれていたようであるが，他方ではごくプリミティブ
な制度の運営もみられた。少なからぬ工場では，日出をもって始業時刻とL，
日没をもって終業時刻とするといった，工場の労働時閻とはいうものの，農作
業の場合のような，自然のリズムに合わせた労働時間の設定がみられた。した
がって，四季のサイクルに応じて始業時刻と終業時刻は変るわげであり，実際
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2ケ月ごとに両奏を変更する工場もあったほどである。また，食事・休憩時間
にLても・線香1本が燃えつきるのが食事時聞であり，半本が休憩時間といっ
た，いかにも伝統的生活臭のある蒔間設定の仕方がおこなわれたりしていた。
　4．　さいごに，労働時間の量的間題，すなわちその長さの問題にふれておき
たい。はじめにふれたように，労働時間は産業，地域，規模，担当職務，時季
などにより少なからぬ差異があるが，名目労働時間も実際労働時間も非常に長
いのがせんい産業であり，とりわけ綿糸紡績と織物のそれが長い。r職工事情」
によると・綿糸紡績が11時聞から11時聞30分，織物は力織機を用いるところが
12時問，手機の工場にいたっては「共時間十五六時聞」という殺人的なもので
ある。なお，紡績が12時問，織布が14時間という細井和喜蔵の記述もある。他
方，印刷などは明治30年代はじめで，10時間を割っている。それに季節によっ
てr居残」があるため・実際労働時間はかなりのものになる。もっとも，織物
では「其時問十五六時間」というのは実際労働時間のことかもしれない。もし，
これが名目労働時問だとすると，もう労働者は「居残」，残業する余カはない
だろう。綿糸紡績のほうにも，1週問ないし10日ごとに交替するr徹夜業」が
あるわげである。
　これがr工場法」実施後の大正5年，6年，7年頃でも紡績は12時聞，生
糸・織物・編物は14時閻であり，紡績ではいぜん昼夜交替制が続いている。せ
んい以外の産業では，1日12時間制が一般的である。だが，地域によっては製
糸，織物でさえ，8時間制の工場があらわれる。これが大正6年，7年，8年
と経過するにつれ，製糸，織物，編物も少しづつ，時間短縮がおこなわれたよ
うであって，r工場法」のr施行規則」の猶予条項の期隈に達したこともあっ
て，7年には織物，編物は12時聞制がふつうにたる。交替制についても，3交
替制がみられるようになる。ただ，休憩時間と休日については，動きがあまり
ない。大正8年においては，12時問制が4割，10時間制と11時間は合わせて同
じく4割である。以後，労働時間の短縮は顕著になり，大正12年のr年報」は
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労働時聞漸減の趨勢を，わざわざ指摘している。もう大正期のおわりになると，
紡績でも，実働時聞は10時聞が普及するL，実働8時間も少なくない。機械製
造業ではすでに1日8時間労働が一般化する。ただ，他産業ではまだ，10時間
制が基本になっている。ちなみに，内務省のr労働運動概況」（大正11年）に
よると，大正8年頃から労働時問短縮の要求が労働運動の重要なテーマになっ
たという。労働時間短縮と労働運動の展開のあいだには，この頃から密接な関
連がでてくるものと思われるが，この関連についての究明は別の機会にゆづり
たい。
　こうみると・r工場法」の実施をひとつの大きな契機として，せんい産業の
長時間労働は次第に解消L・他産業の労働時間とのギャップは縮ったといえる。
他産業のほうも都市の機械製造業を中心に，名目労働時間は少しずつ減る煩向
にあり，大正期のおわりにはそこでは1日8時間制が一般化していた。ただ，
総じて休憩時間，休日の拡大ばあまりみられなかった。ただ，実際労働時間の
動向は，資料の極端な不足のため，把握することができたい。
14正
